
《課題名》 

冠動脈の還流障害を伴った急性A型大動脈解離における、他部位Malperfusionの与える影響 

《研究対象者》 

2008 年 10 月 1 日から 2018 年 8 月 31 日にかけて滋賀医科大学心臓血管外科において急性大動脈解離の

手術を受けた患者のうち、冠動脈バイパス術を必要とした患者 

研究協力のお願い 

滋賀医科大学において上記課題名の研究を行います。この研究は、対象となる方の滋賀医大で既に保有

している臨床情報を調査する研究であり、研究目的や研究方法は以下の通りです。情報等の使用につい

て、直接に説明して同意はいただかずに、このお知らせをもって公開いたします。対象となる方におかれ

ましては、研究の主旨・方法をご理解いただきますようお願い申し上げます。 

この研究への参加（情報提供）を希望されない場合、あるいは、研究に関するご質問は下記の問い合わ

せ先へご連絡ください。 

（１）研究の概要について 

研究課題名：冠動脈の還流障害を伴った急性A型大動脈解離における、他部位Malperfusionの与える影

響 

研究期間：滋賀医科大学長承認日(2019年 09月 25日）～2022年12月31日 

研究機関・実施責任者：滋賀医科大学心臓血管外科 鈴木友彰 

患者さんの情報を扱うもの：南舘直志、木下武、高島範之、榎本匡秀、近藤康生、森本正憲、宮下史寛、

鉢呂康平、脇坂穂高 

情報の管理責任者：鈴木友彰 

（２）研究の意義、目的について 

《研究の意義、目的》 

急性大動脈解離は、心臓血管外科領域において最も急激に進行し致死的で一刻を争うものである。 

特にCoronary malperfusion（CMP）を合併した大動脈解離は予後が著しく悪いことが報告されている。

大動脈解離により急性に冠動脈の虚血が起き、心筋がダメージを受けることで致死的な経過をたどる。心

筋のダメージを防ぐにはなるべく早い血行再建を行うと同時に心筋のダメージが少しでも広がりにくく

する工夫が必要である。一方で、大動脈解離においては多臓器のＭＰも起こることがある。ＣＭＰを伴う

大動脈解離の患者において、他臓器のＭＰの合併をしている場合と合併していない場合において、どのよ

うな差があるのかという報告は今のところない。本研究の目的は、冠動脈のmalperfusionを合併した急

性大動脈解離手術を要した症例において、他臓器のＭＰが与える影響を当院で経験した全21症例から明

らかにすることである。歴史的に CMP を合併した急性 A 型解離は非常に成績が悪く、症例の報告数も多

くない。最近ではA型解離の治療成績は改善してきているが、CMPを合併した急性A型解離の成績は、報

告されているなかでは依然として悪いのが現状である。一般に、世界の標準的なデータでは CMP を合併

した急性A型解離のhospital mortalityは20－33％と報告されている。しかし、今回我々の施設のデー

タではhospital mortalityは14%(3/21)と驚異的な低さであった。他臓器のＭＰと手術成績との関連性

がわかることで今後の治療成績の向上に役立つ可能性を秘めている。 

（３）研究の方法について 



《研究の方法》 

当院で管理している電子カルテから患者の術前の年齢・体重・Cre・BUN・大動脈の石灰化のCT所見・大

動脈の大きさ・手術の術式・性別・BSA・発症から循環停止までの時間・来院から循環停止までの時間・

術中の手術時間・術後の早期死亡・高血圧の有無・脂質異常症の有無・糖尿病の有無・縦隔炎・脳梗塞・

肺炎・遠隔死亡を調べ、統計学的処理を行います。 

（４）個人情報の取扱いについて 

《個人情報の取扱いに関する記載》 

研究にあたっては、個人を容易に同定できる情報は削除したり関わりのない記述等に置き換えたりし

て使用します。また、研究を学会や論文などで発表する時にも、個人を特定できないようにして公表しま

す。 

（５）研究成果の公表について 

この研究成果は学会発表および学術雑誌などで公表します。 

（６）研究計画書等の入手又は閲覧 

本研究の対象となる方は、希望される場合には、他の研究対象者等の個人情報及び知的財産の保護等に

支障がない範囲内で本研究に関する研究計画書等の資料を入手・閲覧することができます。 

（７）利用又は提供の停止 

御本人のデータを本研究に用いることについて、研究対象者又はその代理人の求めに応じて、研究対象者

が識別される情報の利用を停止することができます。停止を求められる場合には随時下記（８）にご連絡

ください。 

（８）問い合わせ等の連絡先 

滋賀医科大学心臓血管外科 鉢呂康平 

住所：520-2192 滋賀県大津市瀬田月輪町 

電話番号： 077-548-2244 

メールアドレス：hqsurge2@belle.shiga-med.ac.jp
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西暦   2019年6月28日 

情報公開報告書・申請書 

滋賀医科大学医学部附属病院 

倫理審査室 

                                  申請者所属 滋賀医科大学心臓血管外科 

                                  申請者氏名 南舘直志 

医学系研究にかかる情報公開を以下の通り報告・申請します。 

課題名：冠動脈の還流障害を伴った急性A型大動脈解離における、他部位Malperfusionの与える影響 

以下、研究の種類をチェック 

☑ 既存資料を用いた研究（観察研究） ＊ICを取得せずopt outによる場合は「情報公開文書」の公

開は必須です 

□ 介入研究 ＊本ホームページでの公開は任意です 

□ その他   ＊上記以外の研究で情報公開が必要なものについてはここにチェック 

情報公開の期間 

＊作業の都合上休日・祭日は外して設定し

てください 

 倫理審査承認日 から西暦 2022年 12月 31日 

【公開資料】 

☑ 情報公開文書 （オプトアウト文書等）  ＊opt outによる場合は公開が必須です                         

□ 研究計画書 ＊著作権、守秘義務等に問題ないか事前に十分ご確認ください 

□ 説明文書   ＊著作権、守秘義務等に問題ないか事前に十分ご確認ください 

□  そ の 他 研 究 対 象 者 リ ク ル ー ト 文 書 な ど 

（                           ） 

【公開場所】 ＊滋賀医大附属病院の患者を対象とする研究は当院ホームページ（HP）での公開が必須 

☑ 滋賀医科大学医学部附属病院HPで情報公開（以下、選択してください） 

   ☑所属の診療科で公開   □それ以外の診療科で公開（公開希望の

科；                    ）  

上記以外の公開場所がある場合は以下いずれかにチェック 

     ※以下を選択された場合は、申請者にて適切に情報公開をお願いいたします 

□  所 属 で 管 理 す る HP 

（URL:                                                    ） 

□  診 療 科 の 窓 口 等 で 掲 示  （ 掲 示 場

所                                      ） 

□  そ の 他 

（                                                      

  ） 
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□ 情報を公開しません。 

情報公開をしない理由について簡潔に記載 （オプトアウト文書は公開が必須です） 

 

 

連絡先担当者名・email address 

南舘直志・hqsurge2@belle.shiga-med.ac.jp 


